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資料 1 

１．上毛町文化財保存活用地域計画協議会の設置・経緯 

 

本計画の作成にあたっては、上毛町教育委員会が令和５(2023)年度に設置した「上毛町文化

財保存活用地域計画協議会」（以下、協議会）において、本計画を作成するために必要な事項の

協議を行いました。 

また随時、文化庁文化資源活用課計画推進係と福岡県教育庁の指導・助言を得ました。 

令和５(2023)年８月から計５回協議会を開催し、これらの協議結果を踏まえ、所定の手続き

を経て、本計画を作成しました。 

協議会の構成、審議の経緯は以下のとおりです。 

 

【上毛町文化財保存活用地域計画協議会】 任期：令和５(2023)年４月～令和７(2025)年３月 

部 会 氏 名 種 別 勤務先・役職等 備 考 

有識者 栗燒 憲児 生涯学習 求菩提資料館 館長 会長 

田中 裕介 日本考古学 別府大学文学部 教授 副会長 

菅野 剛宏 民 俗 大分県立歴史博物館 学芸調査課長 令和５年度  

水野 貴博 建築史 西日本工業大学デザイン学部 教授  

地域代表 宮本 工 文化財保護 上毛町文化と歴史を学ぶ会 会長  

穴田 矩正 商工観光 上毛町商工会 会長  

 

指導・ 

助言 

村上 佳代 文化庁 文化資源活用課 広域文化観光部門 文化財調査官 

城門 義廣 福岡県教育庁 教育総務部文化財保護課 技術主査 

野木 雄大 福岡県教育庁 教育総務部文化財保護課 技術主査 

事務局 

道免 隆 上毛町教育委員会 教育長 

村上 英之 上毛町教育委員会 教育課長 

矢野 和昭 上毛町教育委員会 教務課文化財保護係長 

谷口 伸一 上毛町教育委員会 教務課文化財保護係員（令和５年度） 

 

また、令和６(2024)年８月 27 日に、上毛町文化財保護委員会において計画案を審議しました。 
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〇上毛町文化財保存活用地域計画協議会設置要綱 

令和５年３月３１日 

告示第    １号 

（設置） 

第１条 上毛町文化財保存活用地域計画（以下「地域計画」という。）の策定及び見直しに係る作

業並びに地域計画に基づく上毛町の文化財の保存と活用を進める事業の実施及び推進に関する

事項について、町民、民間団体、事業者及び行政が協働して計画の策定、計画の検証を行うた

め、上毛町文化財保存活用地域計画協議会（以下「協議会」という。）を設置する。 

（所掌事務） 

第２条 協議会は、次に揚げる事務を所掌する。 

（１） 地域計画の策定及び見直しに係る作業 

（２） 地域計画に基づく施策の推進及び事業の実施に関する事項についての検証 

（組織） 

第３条 協議会の委員（以下「委員」という。）は６人以内とする。 

２ 委員は、次に揚げる者のうちから町長が委嘱し、又は任命する。 

（１） 学識者 

（２） 知識経験を有する者 

（３） 観光事業関係者 

（４） 文化財関連分野関係者 

（５） その他町長が必要と認めるもの 

（委員の任期） 

第４条 委員の任期は、２年とする。ただし、再任は妨げない。 

２ 補欠委員の後任者の任期は、前任者の残任期間とする。 

（会長及び副会長） 

第５条 協議会に、会長及び副会長１人を置く。 

２ 会長及び副会長は、委員の互選によりこれを定める。 

３ 会長は、会務を総理し、協議会を代表する。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、その職務を代

理する。 

（会議） 

第６条 協議会の会議（以下「会議」という。）は、会長が招集し、その議長となる。 

２ 会議は、委員の半数以上の出席がなければ、開くことができない。 

３ 会議の議事は、出席委員の過半数で決定し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

４ 会長は、必要であると認めるときは、会議に関係者の出席を求め、説明及び意見を聴くこと

ができる。 

（事務局） 

第７条 協議会の事務を処理するため、教務課に事務局を置く。 

（その他） 

第８条 この要綱の施行に関し必要な事項は、町長が別に定める。 

附 則 

この告示は、令和５年４月１日から施行する。 
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【検討の経緯】 

回 開催日 内容 

１ 

令和５年８月７日(月) 

 

１）文化財保護法の改正と文化財保存活用地域計画 
２）上毛町の概要と指定文化財 
３）作成の体制とスケジュール 

２ 

令和５年 12 月 21 日(木) 

 

上毛町文化財保存活用地域計画について 
確認・協議 １）序章 

２）上毛町の概要 
３）上毛町の文化財の概要 
４）上毛町の歴史文化の特性 
５）文化財に関する既往の把握調査 

説明・協議 ６）文化財の保存・活用に関する目標 
 ７）文化財の保存・活用に関する課題・方針 

８）文化財の保存・活用に関する措置 
説明    ９）関連文化財群 

１０）文化財の保存・活用の推進体制 

３ 

令和６年３月 26 日(火) 

 

上毛町文化財保存活用地域計画について 
説明・協議 １）序章 

２）上毛町の概要 
３）上毛町の文化財の概要 
４）上毛町の歴史文化の特性 
５）文化財に関する既往の把握調査 
６）文化財の保存・活用に関する目標 

 ７）文化財の保存・活用に関する課題・方針 
８）文化財の保存・活用に関する措置 
９）関連文化財群 

１０）文化財の保存・活用の推進体制 

４ 

令和６年６月 17 日（月） 

 

計画案の提案 
確認    １）序章 

２）上毛町の概要 
３）上毛町の文化財の概要 

確認・協議 ４）上毛町の歴史文化の特性 
確認    ５）文化財に関する既往の把握調査 
確認・協議 ６）文化財の保存・活用に関する目標 

７）文化財の保存・活用に関する課題・方針 
８）文化財の保存・活用に関する措置 
９）関連文化財群 

確認   １０）文化財の保存・活用の推進体制 

５ 

令和６年８月９日（金） 

 

最終案の確認 
確認    １）序章 

２）上毛町の概要 
３）上毛町の文化財の概要 
４）上毛町の歴史文化の特性 
５）文化財に関する既往の把握調査 
６）文化財の保存・活用に関する目標 
７）文化財の保存・活用に関する課題・方針 
８）文化財の保存・活用に関する措置 
９）関連文化財群 

１０）文化財の保存・活用の推進体制 
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２．自治会への文化財アンケート結果 

 

調査の目的：本計画の作成にあたり、地域の歴史文化の把握や保存・活用の現状を把握するため

に実施した。 

調査時期 ：令和５（2023）年８月～10 月 

調査対象 ：町内の 41 自治会（自治会長に回答を依頼） 

回答自治会：29 自治会（回収率：70.7％） 

 

問１ 地域住民が中心となって保存・活用されている文化財や歴史的な資産として、どのような

ものがありますか？具体的な名称を教えて下さい。 

●回答自治会 25 自治会 

文化財や歴史的な資産 

岩木観音 

宇野貴船神社 西区お観音様 

八坂神社 とべら祭 垂水廃寺 牛頭天王公園 

八坂神社 

お薬師堂 

吉富神社 

日熊観音 

山田古墳 貴富地蔵堂 

安雲吉富神社 

松尾山三社神社 松尾山のお田植祭 

八社神社 薬神祭 お稲荷様 横川神楽同好会 どんど焼同好会 

友枝子供神楽 歳旦祭 どんど焼 御神幸（おみこし） 皆作祭  

観音様（盆踊り） 

土佐井貴船神社 

土佐井貴船神社 

御神幸 どんど焼 追悼法要 

稲荷祭 御神幸 

八坂神社 巣狩神社 祇園堂 

大歳神社 有野弘法窟 稲荷神社 宇島鉄道耶馬溪駅舎跡 

原井観音堂 

百留貴船神社 八幡神社 百留横穴墓群 

重吉貴船神社 

六社大明神神社 唐原天満宮 上唐原の宝塔 

貴船神社 唐原神楽 西方古墳 金居塚古墳群 どんど焼 

ほこら 秋吉城 

下唐原貴船神社 

＊     が新規に把握した文化財や歴史的な資産 
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問２ 地区に特徴的な祭りや年中行事がありますか。 

●回答自治会 ２４自治会 

1．ある １７自治会 

2．ない ３自治会 

3．過去にあった ４自治会 

 

 

 

問３ 問２で「ある」、「過去にあった」場合、どのような内容ですか。 

●回答自治会 ４自治会「過去にあった」 

Ａ自治会 前述の岩木観音は、以前は山頂で子供相撲、甘茶の提供、盆踊りなどがあり、賑わ

いをみせていたが、今では能満寺住職の読経のみになってしまっている。 

Ｂ自治会 毎年８月に吉本公園にて盆踊りを実施していたが、コロナ禍以降中止。現在は年間

の物故者の慰霊を込めて、８月１６日に灯り、のぼりを立て、区内の皆様へのお参

りをお願いしています。 

Ｃ自治会 前年度に亡くなった家での盆踊り。コロナ禍により中止か廃止。 

Ｄ自治会 過去にあった行事としては、田植え後の「どろよこい」です。農家従事者の減少で

廃止が決まり、今年から行われなくなった。 

 

 

 

問４ 「上毛町らしい」とイメージする歴史や文化（衣食住を含む）とは何か、自由にお書きく

ださい。 

●回答自治会 １３自治会 

・八坂神社境内からの初日の出 

・牛頭天王公園の桜 

・遺跡の数の多さ 

・成恒神楽 

・松尾山のお田植祭 

・垂水のトベラ祭 

・大池公園 

・ホタル群生地 

・のんびりとした雰囲気 

・ゆいきらら灯篭祭 西友枝豊作祭 

・西友枝田舎の居酒屋 

・祖先から受け継いだ祭ごと等を守り続けていく事だと思います 

・巣狩山、大平山への登山ルートの整備 

・穴ヶ葉山古墳 

・百留横穴墓群 

・友枝神楽 

・田舎を前面に出す 
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問５ 本町の文化財や歴史的な資産を活用したまちづくりに関する提案、期待、要望等がござい

ましたらご自由にお書き下さい。 

●回答自治会 ９自治会 

・民俗資料館の雨漏れ修理を早急に。また、ループアリーナの館内の一部に土器等を展示。 

・イベントといえば神楽がつきもので、地域住民も飽きが来ているのではと心配。 

・年２回、日熊観音堂内の草刈り作業を観音講一同で行っている。年々高齢化が進み、草刈り

除草作業が負担になっています。要望等も何回か役場に提出しましたが色よい返事をいただ

けません。日熊観音を維持するために是非とも助成いただきたい。 

・定期的な巡回点検と要修理箇所の早めの対策、予算計上を望む。 

・本町は友枝・唐原・成恒と３つの神楽講があります。年に一度でも、町主催で３つの団体を

集めてイベントをしたらどうですか。他に小さな同好会等も参加できるようにしてもらえた

ら。 

・唐原山城跡の周りの整備の計画はあるのか。 

・後継者が少なくなり消滅していく事が残念です。 

・きれいに整備された大池公園をもう少しＰＲして欲しい。 

・各神楽の共演。 
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用

を
推
進

し
ま
す

。
 

 
 

○
 

 

 
 

５
）
保

存
管
理

す
る
上

で
の
技

術
的
・
経

済
的
支

援
の
不

足
 

5
)
指

定
文
化

財
に
つ

い
て
、

適
切
な

保
存

修
理
、

指

導
・
助

言
を
行

い
、
保

存
管
理

の
た
め

の
新
た

な

財
源
と

し
て
、

ふ
る
さ

と
納
税

な
ど
に

よ
る
資

金

調
達
の

方
策
を

検
討
し

ま
す
。

 

5
-
1
 

保
存

修
理
、

指
導

・
助

言
 

・
指

定
文

化
財

に
つ

い
て
、
劣

化
・
風

化
な
ど

の
進
行

を
防
止

す
る
た

め
に

、
適

切

な
保

存
修
理

や
所
有

者
に
対

す
る

指
導

・
助
言

を
行
い

ま
す
。

 
 

 
○
 

 
 

 

5
-
2
 

保
存

管
理
の

た
め

の
新

た
な
財

源
確

保
 

・
文

化
財

の
保

存
管

理
の

た
め

の
新

た
な

財
源

と
し

て
、

ク
ラ

ウ
ド

フ
ァ

ン
デ

ィ

ン
グ

や
ふ
る

さ
と
納

税
な

ど
に

よ
る
資

金
調
達

の
方
策

を
検
討

し
ま
す

。
 

 
 

○
 

 
 

 

６
）
文
化

財
の
毀

損
・
滅

失
の

危
機
 

6
)
文

化
財
の

修
理
、

清
掃
な

ど
の
保

存
管

理
を
行

う

と
と
も

に
、
資

料
館
な

ど
の
収

蔵
品
目

録
の
整

備

や
収

蔵
資

料
の

集
約

を
行

い
、

収
蔵

施
設

の
確

保
・
拡

張
を
検

討
し
ま

す
。
 

6
-
1
 

文
化

財
の
保

存
管

理
 

・
指

定
、
未

指
定
に

関
わ
ら

ず
文

化
財

の
修
理

、
清
掃

な
ど
の

保
存
管

理
を

行
い

ま

す
。

 
○

 
○

 
○
 

 
 

 

6
-
2
 

収
蔵

品
目
録

の
整

備
と

収
蔵

施
設

の
集

約
 

・
資

料
館

な
ど

の
収

蔵
品

目
録

の
整

備
を

行
う

時
に

、
資

料
館

に
収

蔵
し

き
れ

ず

分
散

収
蔵
と

な
っ
て

い
る

資
料
（

特
に

民
俗
資

料
、
考
古

資
料

、
古

文
書

）
の

集

約
を

図
り
ま

す
。
ま

た
、
所
有

者
に
よ

る
保
管

が
難
し

く
な
っ

た
資
料

を
将
来

的

に
収

集
・
収

蔵
す

る
こ
と

を
想

定
し

、
収

蔵
施
設

の
確
保
・
拡

張
を
検

討
し
ま

す
。
 

○
 

 
○
 

 

 
 

７
）
無

形
の
民

俗
文
化

財
の
消

滅
の
危

機
 

7
)
祭

事
や

年
中

行
事

な
ど

の
無

形
の

民
俗

文
化

財

を
映
像

・
音
声

な
ど
で

記
録
し

て
、
後

世
に
継

承

し
ま
す

。
 

7
 

祭
事

や
年
中

行
事
な

ど
の

記
録

 
・

祭
事

や
年

中
行

事
な

ど
の

無
形

の
民

俗
文

化
財

を
映

像
・

音
声

な
ど

で
記

録
し

て
、

公
開
し

、
後
世

に
継
承

し
ま

す
。

 
○

 
 

○
 

 

 
 

８
）
周

辺
環
境

を
含
め

た
保
全

事
業

や
他

の
関

係
部

署

と
の
連

携
が
不

十
分

 

8
)
河

川
、
池

、
交
通

施
設
な

ど
の
土

木
施

設
周
辺

環

境
の
保

全
整
備

や
自
然

資
源
、

景
勝
地

な
ど
の

保

護
方
策

を
関
係

部
署
と

連
携
し

て
推
進

し
ま
す

。
 

8
-
1
 

他
部

署
と
連

携
し

た
河

川
、

池
、

交
通

施
設

な
ど
の

土
木

施
設

周
辺
環

境
の

保

全
 

・
各

河
川

や
矢

方
池

、
そ

の
他

た
め

池
、

宇
島

鉄
道

跡
な

ど
の

周
辺

環
境

に
つ

い

て
、

他
の

関
係

部
署

と
連

携
し

た
現

況
調

査
を

行
い

、
保

護
方

策
を

検
討

し
ま

す
。

 

○
 

 
○
 

 

 
 

8
-
2
 

他
部

署
と
連

携
し

た
自

然
資

源
、

景
勝

地
(
滝

)
、

棚
田
、

モ
ミ

ジ
、
農

村
風

景

の
保

全
 

・
岩

屋
の

滝
、
中
造

の
滝
、
お

と
ろ

し
の
滝

、
松

尾
の

棚
田
、
友

枝
川
の

ホ
タ
ル

な

ど
に

つ
い
て

、
他

の
関
係

部
署
と

連
携
し

た
現
況

調
査
を

行
い

、
保
護

方
策
を

検

討
し

ま
す
。

 

○
 

 
○
 

 

 
 

９
）
防
災
・
防

犯
対
策

が
不
十

分
 

9
)
文

化
財
ハ

ザ
ー
ド

マ
ッ
プ

の
作
成

、
防

災
マ
ッ

プ

の
情
報

を
、
地

域
住
民

や
行
政

が
共
有

し
、
文

化

財
の
防

災
・
防

犯
の
意

識
向
上

を
図
り

ま
す
。

 

9
-
1
 

文
化

財
ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
の
作

成
 

・
文

化
財

の
所
在

、
現

状
と

こ
れ
ら

に
対
す

る
危
機

事
象
（
自

然
災
害

、
火

災
、
盗

難
な

ど
）

の
脅

威
を

地
図

上
に

示
し

た
文

化
財

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

作
成

し
ま

す
。

 

○
 

○
 

○
 

 

 
 

３
．

保
存

・
活

用
の

課
題

、
方

針
、

措
置

の
一

覧
表

 

【
実

施
主
体

】
地
域
：

地
域

住
民

や
関
係
団

体
、

民
間

企
業
、
学

校
な

ど
が

主
体
と
な

る
も

の
 

 
所
・
管

：
所

有
者

、
管
理
者

が
主

体
と

な
る
も
の

 
 

町
：

上
毛
町
（

行
政

）
が

主
体
と
な

る
も

の
 

 
専
門
：

有
識

者
や

大
学
な
ど

が
主

体
と

な
る
も
の

 

【
実

施
時
期

】
前
期
：

令
和

7
～
1
1(
2
02
5～

20
29
)
年

度
 

 
後
期

：
令

和
12

～
1
6(
2
03

0～
20
3
4)

年
度
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 【
実

施
主
体

】
地
域
：

地
域

住
民

や
関
係
団

体
、

民
間

企
業
、
学

校
な

ど
が

主
体
と
な

る
も

の
 

 
所
・
管

：
所

有
者

、
管
理
者

が
主

体
と

な
る
も
の

 
 

町
：

上
毛
町
（

行
政

）
が

主
体
と
な

る
も

の
 

 
専
門
：

有
識

者
や

大
学
な
ど

が
主

体
と

な
る
も
の

 

【
実

施
時
期

】
前
期
：

令
和

7
～
1
1(
2
02
5～

20
29
)
年

度
 

 
後
期

：
令

和
12

～
1
6(
2
03

0～
20
3
4)

年
度

 

将
来

像
 

基
本
方

針
 

課
題

 
方
針

 
措

置
 

内
容

 

実
施

主
体

 
実
施

時
期
 

地
域

 
所

・ 管
 

町
 

専
門

 
前

期
 

後
期
 

上 毛 の 宝 で あ る 歴 史 文 化 を 共 有 し 、 未 来 へ 継 承 し ま す  

【
活

用
す

る
】
 

観
光

や
地

域
活

性
化

へ
の

活
用

を
通

じ
て

、
歴
史

文
化

の
魅

力
を

発
信

し
、
未

来
へ

継
承

し
ま

す
。
 

1
0
）
来

訪
者

な
ど

へ
の
文

化
財

の
価

値
の

周
知

が
不

十

分
 

1
0
)
歴

史
文
化

の
価

値
を

伝
え
る

た
め

に
、
説
明

板
・

案
内
標

識
の
充

実
や

デ
ジ

タ
ル
技

術
を
用

い
た
情

報
発
信

手
段
の

充
実

を
検

討
し
ま

す
。
 

1
0
-1

 
説

明
板

・
案
内

標
識
の

充
実

 
・
文

化
財
に

つ
い

て
説

明
板
・
案

内
標
識

を
設
置

し
、
周

辺
の

歴
史

文
化

な
ど
と

の

関
連

、
位
置

関
係

な
ど

を
案
内

し
ま
す

。
 

 
 

○
 

 
 

 

1
0
-2

 
デ

ジ
タ

ル
技

術
を

用
い

た
情

報
発

信

手
段

の
充
実

の
検
討

 

・
大

ノ
瀬

官
衙

遺
跡
や

唐
原
山

城
跡
な

ど
に

つ
い

て
Ｖ
Ｒ
（

仮
想

現
実

）
や

Ａ
Ｒ
（

拡

張
現

実
）
な
ど

の
先

進
的

な
デ
ジ

タ
ル
技

術
を
活

用
し

、
文

化
財

の
付

加
価
値

向

上
や

情
報
発

信
手

段
の

充
実
を

検
討
し

ま
す

。
 

 
 

○
 

 

 
 

1
1
）
来

訪
し

て
も

ら
う
た

め
の

情
報

発
信
・
啓

発
活
動

や

広
域

的
な

観
光

を
視

野

に
入

れ
た

活
用

方
策

の

不
足

 

1
1
)
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
、
民
間

の
情

報
媒
体
・

情
報
誌

な
ど
を

利
用

し
て

、
歴
史

文
化
の

情
報
発

信
を
推

進
し
ま

す
。

 

1
1
-1

 
ホ

ー
ム

ペ
ー
ジ

、
Ｓ

Ｎ
Ｓ

な
ど

に
よ
る

歴
史

文
化
の

広
域
的

な
情
報

発
信

 

・
広

報
紙
は

も
ち

ろ
ん

、
ホ

ー
ム

ペ
ー
ジ

や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
、
文

化
財

ア
プ

リ
な

ど
で
本

町

の
歴

史
文

化
の

価
値

や
魅

力
を

、
広

域
的

な
視

点
を

持
っ

て
発

信
す

る
と

と
も

に
、

新
た
な

情
報

提
供

を
呼
び

か
け
ま

す
。

 

○
 

 
○
 

 

 
 

1
1
-2

 
民

間
企

業
な

ど
に

よ
る

歴
史

文
化

の

情
報

発
信
 

・
町
民

に
身
近

な
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
Ｆ

Ｍ
ラ

ジ
オ
や

ケ
ー
ブ

ル
テ

レ
ビ

、
地

域
情
報

誌

な
ど

の
民

間
の

情
報

機
関

・
情

報
誌

や
プ

レ
ス

リ
リ

ー
ス

な
ど

を
積

極
的

に
利

用
し

て
、
よ

り
多

く
の

情
報
を

外
部
に

発
信

し
て

い
き
ま

す
。
 

○
 

 
○
 

 

 
 

1
2
）
歴
史

文
化
に

触
れ
、
体
験

で
き

る
機
会

の
不
足

 

1
2
)
資

料
館

な
ど

に
収

蔵
さ

れ
て

い
る

展
示

品
の

展

示
方
法

や
広
報

の
充

実
、

町
の
文

化
施
設

を
活
用

し
た
体

験
学
習

の
充

実
を

図
り
ま

す
。
 

1
2
-1

 
上

毛
町

歴
史

民
俗

資
料

館
な

ど
の

リ

ニ
ュ

ー
ア
ル

の
検
討

 

・
上

毛
町
歴

史
民

俗
資

料
館
な

ど
の
収

蔵
、
展
示

ス
ペ
ー

ス
や

展
示

方
法
、
企

画
、

広
報

な
ど
の

現
状

と
課

題
を
整

理
し
、
資

料
館
の

建
て

替
え

な
ど
を

含
め
、
今

後

の
改

善
方
策

を
検

討
し

ま
す
。

 

 
 

○
 

 

 
 

1
2
-2

 
西

友
枝

体
験
交

流
セ
ン

タ
ー
「

ゆ
い
き

ら
ら

」
や

中
央

公
民
館

支
館
な

ど
の
活

用
 

・
西

友
枝
体

験
交

流
セ

ン
タ
ー
「

ゆ
い
き

ら
ら
」
や
中

央
公
民

館
支

館
な

ど
を
活

用

し
て

、
よ
り

深
く

町
の

歴
史
文

化
を
知

る
機

会
提

供
を
促

進
し
ま

す
。
 

○
 

 
○
 

 

 
 

1
3
）
歴

史
文

化
を

活
か
し

た
地

域
振

興
や

観
光

振
興

な

ど
ま

ち
づ

く
り

へ
の

展

開
不

足
 

1
3
)
地

域
振

興
や

観
光

振
興

の
拠

点
施

設
で

あ
る

道

の
駅
や

大
平
樂

を
活

用
し

た
情
報

発
信
や

歴
史
文

化
を
巡

る
ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

な
ど
を

通
じ
て

歴
史
文

化
の
活

用
を
推

進
し

ま
す

。
 

1
3
-1

 
道

の
駅

、
大

平
樂

の
ガ
イ

ダ
ン

ス
施
設

と
し

て
の
活

用
 

・
観

光
客
な

ど
を

タ
ー

ゲ
ッ
ト

に
、
道
の

駅
し
ん

よ
し
と

み
（

大
ノ
瀬

官
衙
遺

跡
）

と
大

平
樂

に
お

い
て

歴
史

文
化

の
情

報
提

供
を

充
実

さ
せ

、
当

施
設

を
ガ

イ
ダ

ン
ス

施
設
と

し
て

活
用

し
ま
す

。
 

○
 

 
○
 

 

 
 

1
3
-2

 
歴

史
文

化
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
コ

ー
ス

の

設
定

 

・
歴
史

文
化
を

巡
る
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
コ
ー

ス
を
歩

い
て
楽

し
ん

だ
り

、
コ

ー
ス
周

辺

ま
た

は
コ

ー
ス

沿
い

の
歴

史
文

化
を

体
験

し
た

り
身

近
に

感
じ

ら
れ

る
よ

う
な

方
策

を
実

施
し

ま
す
。

 

○
 

 
○
 

 

 
 

1
4
）
次
世

代
へ
の

継
承
、
郷
土

愛
の

醸
成
不

足
 

1
4
)
歴

史
講
座

、ま
ち
歩

き
会
な

ど
の

歴
史
文

化
に
触

れ
る
場

所
や
機

会
の

充
実

や
町
内

小
中
学

校
で
の

歴
史
文

化
を
学

ぶ
授

業
や

見
学
を

充
実
し

ま
す
。

 

1
4
-1

 
学

習
機

会
の
充

実
 

・
公

民
館
な

ど
の

社
会

教
育
施

設
な

ど
に

お
い

て
歴

史
講
座

、
ま

ち
歩

き
会

、
上

毛

町
歴

史
・

文
化

財
検

定
な

ど
の

歴
史

文
化

に
触

れ
る

場
所

や
機

会
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

 

○
 

 
○
 

 

 
 

1
4
-2

 
郷

土
愛

の
醸
成
 

・
町
内

小
中
学

校
に
お

い
て

歴
史

文
化
を

学
ぶ
授

業
や
見

学
を

実
施

し
、
郷

土
愛

の

醸
成

を
図
り

ま
す

。
 

○
 

 
○
 

 
 

 

【
育

成
す

る
】
 

活
動

団
体

の
支

援
や

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

な
ど

の
地

域
の

人
材

育
成

を
通

じ
て

、
歴
史

文
化

を
共

有
し
、

未
来

へ
継

承
し

ま
す

。
 

1
5
）
文

化
財

に
関

す
る
人

材
育

成
の

不
足
 

1
5
)
歴

史
文

化
の

研
修

や
情

報
提

供
を

通
じ

て
現

地

見
学
の

案
内
や

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
作

成
な
ど

に
携
わ

る
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
を

は
じ

め
と
す

る
人
材

育
成
を

図
り
ま

す
。
 

1
5
 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
ガ

イ
ド
の

育
成

 
・

歴
史

文
化

の
現

地
見

学
の

案
内

や
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
作

成
な

ど
に

携
わ

る
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を
募

集
し

、
研

修
や
情

報
提
供

な
ど

に
よ

り
育
成

し
ま
す

。
 

○
 

 
○
 

 

 
 

1
6
）
関

係
団

体
な

ど
と
の

連
携

不
足

 

1
6
)
活

動
団

体
と

行
政

と
の

連
携

、
団

体
同

士
の

連

携
、
他

地
域
・

他
機

関
な

ど
と
の

連
携
、

庁
内
連

携
を
よ

り
一
層

強
化

し
、

多
く
の

人
が
関

わ
り
を

持
て
る

仕
組
み

を
構

築
し

ま
す
。

 

1
6
-1

 
活

動
団

体
等
と

の
連
携

強
化

 
・
活
動

団
体
な

ど
の
活

動
内
容

や
構

成
員

な
ど
の

活
動
状

況
を

把
握

し
、
活

動
支

援

な
ど

を
行
い

、
連

携
を

強
化
し

ま
す
。
ま

た
、
新

た
な

活
動
へ

の
ニ

ー
ズ
、
意

欲

を
把

握
し
、

類
似

団
体

な
ど
と

の
連
携

を
推

進
し

ま
す
。

 

○
 

 
○
 

 

 
 

1
6
-2

 
広

域
観

光
圏
の

連
携
 

・
九
州

周
防
灘

地
域
定

住
自
立

圏
共

生
ビ

ジ
ョ
ン

に
基
づ

き
、
広

域
圏
で

の
観
光

促

進
を

目
指
し

、
連

携
対
象

地
域
の

市
町
や

関
係
団

体
な

ど
と

の
連
絡
・
協
議

を
行

い
、

連
携
・

交
流

の
充

実
を
図

り
ま
す

。
 

○
 

 
○
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【
実

施
主
体

】
地
域
：

地
域

住
民

や
関
係
団

体
、

民
間

企
業
、
学

校
な

ど
が

主
体
と
な

る
も

の
 

 
所
・
管

：
所

有
者

、
管
理
者

が
主

体
と

な
る
も
の

 
 

町
：

上
毛
町
（

行
政

）
が

主
体
と
な

る
も

の
 

 
専
門
：

有
識

者
や

大
学
な
ど

が
主

体
と

な
る
も
の

 

【
実

施
時
期

】
前
期
：

令
和

7
～
1
1(
2
02
5～

20
29
)
年

度
 

 
後
期

：
令

和
12

～
1
6(
2
03

0～
20
3
4)

年
度

 

将
来
像
 

 
課

題
 

方
針
 

措
置
 

実
施
主
体

 
実
施

時
期
 

地
域
 

所
・
管
 

町
 

専
門
 

前
期
 

後
期
 

上 毛 の 宝 で あ る 歴 史 文 化 を 共 有 し 、 未 来 へ 継 承 し ま す  

関
連
文
化

財
群
①
 
多

く
の
古
墳
が

存
在
す
る
ま
ち

 
 

 

 
・
文
化
財

の
価
値
の
周
知

が
十
分
で
は

あ
り
ま
せ
ん

。
 

・
歴
史
文

化
を
活
か
し
た

地
域
振
興
や

観
光
振
興
な

ど
ま
ち

づ
く
り
へ
の
展

開
が
十
分
で
は

あ
り
ま
せ
ん

。
 

・
文

化
財
の
価
値
の

周
知
を
図
り

ま
す
。
 

・
地

域
振
興
・
観
光

振
興
と

連
携

し
た

歴
史
文
化
の

活
用

を
推
進

し
ま
す
。
 

1
0
-1
 

説
明
板
・
案

内
標
識
の
充
実
 

・
文

化
財
に
つ
い

て
説
明
板
・
案

内
標
識
を
設

置
し
、
周
辺

の
文
化
財
な

ど
と
の
関
連
、

位
置

関
係
な
ど
を
案

内
し
ま
す
。
 

 
 

○
 

 
 

 

1
3
-2
 

歴
史
文
化
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー

ス
の
設
定
 

・
歴

史
文
化
を
巡

る
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
コ
ー
ス
を

歩
い
て
楽
し

ん
だ
り
、
コ

ー
ス
周
辺
ま
た

は
コ

ー
ス
沿
い
の
歴

史
文
化
を
体
験

し
た
り
身
近

に
感
じ
ら
れ

る
よ
う
な
方

策
を
実
施
し
ま

す
。
 

○
 

 
○
 

 
 

 

関
連
文
化

財
群
②
 
奈

良
時
代
の
遺

跡
が
多
く
残
る

ま
ち
 

 
 

 
・
指
定
等

文
化
財
の
保
存

活
用
計
画
が

作
成
さ
れ
て

お
ら
ず
、

長
期
的

視
点
に
立
っ
た

保
存
・
活
用
事
業
が

図
ら
れ
て
い

ま

せ
ん
。

 

・
文
化
財

の
価
値
の
周
知

が
十
分
で
は

あ
り
ま
せ
ん

。
 

・
指

定
等
文
化
財
の

長
期
的

視
点

に
立

っ
た
保
存
・

活
用

を
推
進

し
ま
す
。
 

・
文

化
財
の
価
値
の

周
知
を
図
り

ま
す
。
 

4
 
保
存

活
用
計
画
の
作

成
の
検
討
 

・
大

ノ
瀬
官
衙
遺

跡
を
は
じ
め
と

す
る
個
別
の

文
化
財
保
存

活
用
計
画
の

作
成
を
検
討
し

、
長

期
的
視
点
に
立

っ
た
保
存
・
活

用
を
推
進
し

ま
す
。
 

 
 

○
 

 
 

 

1
0
-1
 

説
明
板
・
案

内
標
識
の
充
実
 

・
文

化
財
に
つ
い

て
説
明
板
・
案

内
標
識
を
設

置
し
、
周
辺

の
文
化
財
な

ど
と
の
関
連
、

位
置

関
係
な
ど
を
案

内
し
ま
す
。
 

 
 

○
 

 
 

 

1
0
-2
 

デ
ジ
タ
ル
技

術
を
用
い
た
情
報

発
信
手
段
の

充
実
の
検
討
 

・
大

ノ
瀬
官
衙
遺

跡
や
唐
原
山
城

跡
な
ど
に
つ

い
て
Ｖ
Ｒ
（

仮
想
現
実
）

や
Ａ
Ｒ
（
拡
張

現

実
）
な
ど
の
先

進
的
な
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
活

用
し
、
文
化

財
の
付
加
価

値
向
上
や
情
報

発
信

手
段
の
充
実
を

検
討
し
ま
す
。

 

 
 

○
 

 
 

 

関
連
文
化

財
群
③
 
修

験
道
の
祭
礼

や
習
俗
が
残
る

ま
ち
 

 
 

 
・
無
形

の
民
俗
文
化

財
の
情
報
を

、
画

像
、
音
声
、
映
像
な
ど

で
記
録

し
、
後

世
に
継
承
す

る
た
め
の
基
礎

資
料
を
作
成

す

る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

 

・
地
域
の

活
動
団
体
と
行

政
と
の
連
携

や
、
団
体
間

の
連

携
、
他

地
域
・
他
機
関

、
庁
内
な
ど

の
連
携
を
よ

り
一
層

強
化
し

、
多
く
の
人
が

関
わ
り
を
持

て
る
仕
組
み

を
作
っ

て
い
く

こ
と
が
必
要
で

す
。
 

・
無

形
の
民
俗
文
化

財
の
情

報
を

記
録

し
、
後
世
に

継
承

す
る
た

め
の
基
礎
資
料
を

作
成
し
ま
す

。
 

・
活

動
団
体
と
行
政

と
の
連
携
、

団
体
同
士
の

連
携
、
他
地

域
・

他
機
関
な
ど
と
の

連
携
、
庁
内

連
携
を
よ
り

一
層
強
化
し
、

多

く
の
人
が
関
わ
り

を
持
て
る
仕

組
み
を
構
築

し
ま
す
。
 

7
 
祭
事

や
年
中
行
事
な

ど
の
記
録
 

・
祭

事
や
年
中
行

事
な
ど
の
無
形

の
民
俗
文
化

財
を
映
像
・

音
声
な
ど
で

記
録
し
て
、
公

開

し
、
後
世
に
継

承
し
ま
す
。
 

○
 

 
○
 

 
 

 

1
6
-1
 

活
動
団
体
な

ど
と
の
連
携
強
化

 

・
活

動
団
体
な
ど

の
活
動
内
容
や

構
成
員
な
ど

の
活
動
状
況

を
把
握
し
、

活
動
支
援
な
ど

を
行

い
、
連
携
を
強

化
し
ま
す
。
ま

た
、
新
た
な

活
動
へ
の
ニ

ー
ズ
、
意
欲

を
把
握
し
、
類

似
団

体
な
ど
と
の
連

携
を
推
進
し
ま

す
。
 

○
 

 
○
 

 
 

 

 


